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研究成果の概要（和文）： 咬合感覚異常患者（1．咬頭嵌合位での咬合接触の異常を6か月以上にわたり訴える、2．患
者は問題歯を特定可能である）のうち、ボツリヌス毒素治療に同意を得られた患者に対し、日夜の咬筋活動記録後、ボ
ツリヌス毒素注射を行った。咬合異常感覚はVisual Analogue Scale（VAS）を用いて評価した。その結果、ボツリヌス
毒素注射後、口腔顔面痛は軽減傾向にあったが、異常感覚の顕著な軽減は観察されなかった。

研究成果の概要（英文）：Occlusal dysethesia patient (1. complain occlusal contact abnormality at central 
occlusion more than 6 months, 2. patient can point the problem tooth) who agreed the boltulinum toxin 
treatment was injected botulinum toxin after masseter muscle activity recording. The occlusal abnormal 
sensation was measured with Visual Analogue Scale（VAS）. After boltulinum toxin injection, orofacial 
pain was decreased but occlusal dysethesia sensation was not decreased significantly.

研究分野： 補綴・理工系歯学
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１．研究開始当初の背景 
 補綴歯科臨床では「咬み合わせの位置がよ
くわからない。」、「咬み合わせが安定しな
い。」などの咬合異常感覚を訴える患者に遭
遇する機会は多く、臨床における重大な課題
の一つである。咬合感覚異常の発症原因に関
しては確定的なものは報告されていないが、
精神心理学的な問題、感覚情報を伝達する神
経における錯覚、口腔感覚情報伝達における
異常などに大別される（Tsukiyama et al. J 
Oral Rehabil 2012, Hara et al. J Oral 
Rehabil 2012）。これまで我々は毒素成分の
みを精製した A型ボツリヌス毒素（BoNT/A）
を投与することにより、三叉神経節における
伝達物質遊離が減少すること（Kitamura et 
al. Neuroscience 2009）や顔面情報伝達閾
値の上昇が生じること（Kumada et al. J Oral 
Rehabil 2012, Matsuka et al. J Toxicol 
2012）などを解明した。それらの結果から、
BoNT/A 投与により、異常な感覚情報伝達の抑
制に効果があるのではないかと我々は考え
ている。また、徳島大学病院神経内科におい
ては毒素成分のみの BoNT/A を実際に臨床応
用している。そこで、本研究では BoNT/A 投
与による咬合異常感覚の変化ならびに精神
心理学的プロファイル、当該歯の触覚閾値、
夜間や日中の非機能顎運動との関連を検討
する。国内外において、ボツリヌス毒素投与
による咬合異常感覚の変化に関する報告は
見られない。 
 
２．研究の目的 
補綴歯科臨床において、咬合位置が不明で

ある、咬合が安定しないなどの咬合異常感覚
を訴える患者に遭遇する機会は多いが、それ
らの患者に対する明確な治療法は存在して
いない。そのため、日常臨床の現場において
多くの歯科医師は困窮しているのが現状で
ある。本研究では咬合感覚異常患者に対して
毒素成分のみを精製したA型ボツリヌス毒素
（BoNT/A）を投与することにより咬合異常感
覚が抑制されるのか、また、精神心理学的プ
ロファイル、当該歯の触覚閾値、夜間や日中
の非機能顎運動が症状変動と関連している
のかを検討し、咬合感覚異常の発症原因を探
るとともに、新規治療法を開発することを目
的とする。 
 
３．研究の方法 
 （1）咬合感覚異常に対する BoNT/A の効果 
咬合異常感覚を訴える患者の症状周囲歯肉
に BoNT/A を投与し、症状変化を観察する。 
この場合、無作為選択した半数の患者には生
理食塩水を注射し、クロスオーバーデザイン
により、その後 BoNT/A を投与する。 
（2）咬合感覚異常患者への BoNT/A 投与前

後の精神心理状態、触覚閾値、不随意非機能
運動観察 
BoNT/A 投与前後の精神心理学的状態を

General Health Questionnaire (GHQ60) と

Profile of Mood States を用いて評価する。
また、当該部位の触覚閾値、夜間・日中の不
随意非機能顎運動記録を行う。 
 
４．研究成果 
 徳島大学病院臨床研究倫理審査委員会で
の承認を受け、咬合感覚異常患者をClark and 
Simmons（Alpha Omegan 2003）の定義を参考
に抽出した。具体的な包含基準は、1．咬頭
嵌合位での咬合接触の異常を6か月以上にわ
たり訴える、2．患者は問題歯を特定可能で
ある。除外基準は、1．歯髄・歯周病変・歯
の位置異常・顎関節症が存在する、2．多数
の欠損歯のために、咬頭嵌合位が不安定であ
るとする。ボツリヌス毒素治療に同意をした
患者に対し、日夜の咬筋活動記録後、市販の
ボツリヌス毒素注射を行った。咬合異常感覚
は Visual Analogue Scale（VAS）を用いて評
価した。その結果、ボツリヌス毒素注射後、
口腔顔面痛は軽減傾向にあったが、異常感覚
の顕著な軽減は観察されなかった。 
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